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Ｂ． 翻訳的家政書：外国の家政書（home economics/domestic science）を翻訳・意訳した
もの。












よる共著，Principles of Domestic Science （1870）である。アメリカで刊行された本書は，
キリスト教の立場から書かれ，世界で最初の家政書といわれている12。姉キャサリン・ビー
チャー（Catharine Beecher, 1800-1878）は女子教育に従事した。ハリエット・ビーチャー・






































































































































































































































































































4・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
律に触れざる限り

















































































































































































4・ ・ ・ ・ ・ ・
にとっては









 1 『共立女子学園七十年史』（共立女子学園，1956 年）9-10 頁，鳩山春子『自叙伝』非売品，1930
年，250 頁（復刻版は大空社，伝記叢書，1990 年）。
 2 春子は和夫の前妻（死別）の娘 和子も育てた。和子はのちの政友会総裁鈴木喜三郎の妻となっ
た。鈴木は政界で一郎の兄的な存在となった。
 3 鳩山和夫校閲・鳩山春著『英和対話書』（中央堂，1887 年）。
 4 松永敏太郎『ニコニコ写真帖』（ニコニコ倶楽部，1912 年）32 頁。他にも横山流星『美人の戸
籍調べ　現代評判』（天下堂，1919 年）64-67 頁。




三婦人」『東京朝日新聞』1914 年 6 月 5 日，「薫子さんの敵味方」『東京朝日新聞』1915 年 6 月 1
日。なかでも『読売新聞』の「よみうり婦人附録」のコーナーの常連だった。たとえば，「女子
職業の製作品展覧会」『読売新聞』1917 年 5 月 13 日朝刊 4 面。
 7 「総理大臣をつくった女　鳩山薫夫人」『サンデー毎日』1954 年 12 月 26 日号。
 8 鳩山薫の「賢夫人」「内助の功」ぶりを伝える記事は枚挙にいとまがない。たとえば，近藤日出
造「鳩山薫」『中央公論』1955 年 2 月特大号，竹内てるよ「鳩山薫子夫人が語る，首相を夫に
もった苦労と喜び」『家の光』1955 年 5 月号，大宅壮一「石橋うめと鳩山薫子」『文藝春秋』
1957 年 2 月号，「水爆対談　鳩山一家『政治家は悪人でなければ成功しない』」『週刊読売』1974
年 1 月号，今井久夫「宰相の妻　鳩山一郎夫人　闘病と内助の功ひとすじ　典型的なヤマト撫
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21 常見前掲書，202 頁，辻前掲論文，66 頁。
22 下田歌子『家政学』上（博文館，1893 年）4 頁。
23 鳩山春子訳『模範家庭　西洋家事読本』（大日本図書，1913 年）「序」5-6 頁。
24 鳩山春子「結婚は其以前に於て準備が必要である」『風俗画報』1913 年 2 月 5 日号。
25 共立女子学園百三十年史編集委員会『共立女子学園百三十年史』（共立女子学園，2016 年）223
頁。


















たやうだ」。安倍能成「吉田内閣の崩壊と鳩山内閣の出現」『心』1955 年 2 月号，6 頁。
39 『模範家庭』7 頁。
40 『模範家庭』「自序」3 頁。
41 「新刊紹介」『読売新聞』1917 年 12 月 27 日朝刊 7 面など。当時の新聞広告には「嫁入文庫　婦
人一生の相談相手　千金に優る嫁入道具　鳩山春子・同薫子先生共著　家政の巻」『朝日新聞』
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1917 年 12 月 7 日朝刊 1 面とある。他に，『朝日新聞』1917 年 12 月 23 日朝刊 6 面など。
42 鳩山春子・鳩山薫子『家政』（共立女子職業学校櫻友会，1917 年），復刻版は『復刻　家政学叢
書 8　家政』（第一書房，1982 年）。鳩山春子「序」2 頁。
43 鳩山春子「女学生注意一班」西川正憲編『今世女訓』（松邑三松堂，1901 年）5-7 頁。
44 鳩山春子「婦人の天職」松原岩五郎『女学生の栞』（博文館，1903 年）182 頁。
45 『家政』鳩山春子「序」3-4 頁。































山総理の愛人と落し児」『丸』1955 年 5 月号など。薫の日記には，知人の一人として夫の愛人の
名が出てくる。伊藤隆・季武嘉也編『鳩山一郎・薫日記　下巻　鳩山薫篇』（中央公論新社，
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74 鳩山薫「予算は生活の羅針盤　よみうり婦人附録　家計予算の可否（五）」『読売新聞』1916 年












85 『読売新聞』1908 年 10 月 30 日朝刊 4 面，11 月 2 日朝刊 3 面。
86 『家政』254 頁。





92 九百里外史『現代女傑の解剖』（万象堂，1907 年）24-35 頁，前掲「総理大臣をつくった女　鳩
山薫夫人」。
93 「生きた「最高殊勲婦人」鳩山薫子さん訪問」『読売新聞』1959 年 1 月 21 日，夕刊 4 面。
94 前掲「水爆対談　鳩山一家『政治家は悪人でなければ成功しない』」。
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 This paper attempts to clarify the works and life of HATOYAMA Haruko（1863-
1938） and her daughter-in-law, Kaoru（1888-1982）. They had been the president and 
chief director of Kyoritsu Women’s Educational Institution. Haruko was mother of Hatoya-
ma Ichiro（1883-1959）, who became the Prime Minister in 1954. Haruko was one of the 
pioneers of home economics, which rose in the Meiji period, and tried to bring up stu-
dents at Kyoritsu to be “good wives and wise mothers”. Kaoru helped Ichiro’s political ac-
tivities in spite of his adversity and illness. Haruko and Kaoru published together the 
Home Economics （Kasei） in 1917, which became one of the best sellers in modern Japan. 
Haruko wrote 10 chapters on the marrige and family life, and Kaoru wrote 6 chapters on 
household economy. It was remarkable that Haruko spared 2 chapters for husbands 
though they rarely read this sort of book then. Haruko warned husbands to keep their 
chastity and inducted wives into the way to overcome their worry and sorrow caused by 
misconduct of their husbands. Acutually, her bitter experience influenced this book. 
Therefore, Kasei became one of the women’s favorite books. Women in modern Japan 
shared similar problems.
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